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君
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れ
た
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ン
ボ
ジ
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Ｋ
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を
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価
、
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に
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と
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し
、
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紙
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弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
井
出
庸
生
君
提
出
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
評
価
、
検
証
し
、
未
来
の
政
策
に
活
か
す

こ
と
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
我
が
国
文
民
警
察
要
員
の
派
遣
に
つ
い
て
も
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
内
閣
衆
質
一
九
六
第

三
六
三
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
四
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

「
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
の
結
果
」
（
平
成
五
年
十
一
月
十
二
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
実
施
の
結
果
」

と
い
う
。
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
現
地
警
察
に
対
す
る
捜
査
の
方
法
の
指
導
・
助
言
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
交
通
整
理

の
指
導
と
い
っ
た
活
動
を
含
め
、
我
が
国
の
要
員
・
部
隊
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
官
民
を
含
め
国
際
的
に
高

い
評
価
を
得
て
お
り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
国
民
の
理
解
と
支
持
が
深
ま
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

に
基
づ
き
派
遣
さ
れ
る
我
が
国
要
員
が
い
か
な
る
国
際
平
和
協
力
業
務
を
実
施
し
得
る
か
に
つ
い
て
は
、
法
に
照
ら
し
て
個

一



別
具
体
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
文
民
警
察
要
員
を
含
め
た
自
衛
隊
員
以
外
の
者
が
行
い
得
る
国
際
平
和
協
力
業
務

に
つ
い
て
は
、
法
第
三
条
第
五
号
ニ
若
し
く
は
チ
か
ら
ネ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
又
は
こ
れ
ら
の
業
務
に
類
す
る
も
の
と
し
て

同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
と
さ
れ
て
い
る
。

三
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

実
施
の
結
果
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
時
と
し
て
、
国
際
連
合
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
暫
定
機
構
（
以
下
「
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
」

と
い
う
。
）
が
地
方
に
設
置
し
た
文
民
警
察
署
等
の
現
場
に
お
い
て
、
我
が
国
の
文
民
警
察
要
員
の
本
来
業
務
か
ら
み
て
疑

問
の
あ
る
指
示
等
が
行
わ
れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
た
の
で
、
我
が
国
と
し
て
は
、
要
員
の
安
全
確
保
の
観
点
及
び
法
と
の
関

係
か
ら
、
再
三
、
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
対
し
て
申
入
れ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
仮
に
同
様
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
政
府
と
し
て
は
、
同
様
の
対
応
を
行
う
こ
と
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

法
に
基
づ
き
派
遣
さ
れ
る
我
が
国
文
民
警
察
要
員
は
、
法
第
三
条
第
五
号
リ
に
掲
げ
る
業
務
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
得
る
と
考
え
て
い
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

二



御
指
摘
の
「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
教
育
的
機
能
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
国
家

制
度
の
構
築
支
援
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
に
お
け
る
重
要
な
任
務
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

警
察
庁
と
し
て
は
、
我
が
国
警
察
の
知
見
や
特
質
を
生
か
し
、
外
務
省
や
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
と
協
力
し
て
開

発
途
上
国
等
に
専
門
家
を
派
遣
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
海
外
の
警
察
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き

こ
の
よ
う
な
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
記
録
等
」
の
内
容
等
に
即
し
て
個
別
具
体
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
一
概

に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
前
回
答
弁
書
五
の
�
に
つ
い
て
及
び
五
の
�
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、

当
該
「
記
録
等
」
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六

十
六
号
）
等
の
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
国
民
議
会
選
挙
が
、
同
国
の
国
民
の
意
思
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
形
で
実
施
さ

三



れ
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き
、
同
国
の
政
治
情
勢
を
注
視
し
つ
つ
、
働
き
か
け
を
継
続
し
て
ま
い

り
た
い
。

四


